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とし, 第5章において, Wurzburg派の思考研究, Saussure,Kainz其他の言語機能の研究を下敷として,
言語のもつ概念の統合, 指示の機能が, 本来離散的である語の集合に於いて如何にして全体的連続体とし
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ての意味を指示しうるかの問題を荷うものとし, ここに位相数学の写像, 近傍, 開集合, 閉集合, 被覆等
の概念を導入して言語空間を位相化することが, より一貫した理論に導 く所以ではないかと論ずる｡
第7章は ｢思考心理の位相数学的アプローチ｣ と題して, 本論文の主要をなす論考である｡ 位相数学が
距離空間から出発して近傍の概念を導き, これによって開集合, 閉集合を定義し, 単なる集合に位相空間
構造を与え, 種々な位相的性質を展開して行った手順に倣い, 知覚から記憶を経て思考に至る具体- 抽象
という反映の心理的過程を写像の概念によって心像空間- 概念空間- 言語空間というふうに空間化し, 坐
力学的近傍及び意味近傍なる概念を導入することによりこれを位相化し, 位相数学の諸公理を準用して言
語思考の諸特質を理論的に明確にしようと試みるO 外界の一次写像として考えられる心像空間及びその一
般化された概念空間の位相的構造は, 生理過程における生力学的近傍 (皮質興奮の波及) によって定義
されるが, その二次写像である言語空間の位相的構造は寧ろ概念空間の意味的近傍によって定義される開
集合, 閉集合, 即ち意味的連続性に従って決定される｡ 概念的結合の過程そのものは観察されず, ただ言
語を介して表現され, 理解され, 認識される｡ そこで ｢サ ベての概念は言語化可能｣ という仮定のもとに





傍系とし, 部分集合が近傍, 開集合, 閉集合によって位相数学的に定義されるときのみ, その空間は位相
的構造をもつものとされた｡ かくして言語思考における離散的な語の集合による意味的連続が位相的に明










著者は, このような現況に一応の評価を与えながら, 思考の内容的意味的側面について, これらのモデ
ルの適用が乏しく, 又困難であることを指摘する｡ それは思考による思考の解明には ｢人間の思考が人間
の思考を認識しうるか｣ という論理的難点を克服しなければならず, 単に思考された事象についての数学
的把捉では, ラッセルのいう ｢すべての集合の集合｣ という連理を越えることができないからであるとい
う｡ 著者は先ず, 思考内容は記号化できるという前提をたて, 記号問の結合からその内容を構成する複雑
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な過程を解明しうると考え, 更に位相数学の ｢閉包｣ の概念をとりいれることにより, 単なる集合の包摂
関係を越えて, ｢すべての集合の集合｣ なるパラドックスを克服しうるとした｡ この基本構想に基づいて,
位相数学の概念と論理を厳密に導入し, 言語思考の諸特性, 特に本来任意的偶然的である語の自由な結合
が連続体としての意味的全体をなす所以を, 位相空間的構造によって解明しうることを体系的に論理化し
た｡
この構想は極めて大胆であり, 著者によって始めて厳密に体系化されたモデルであるが, 既知の事実の
数学的概念による整理に終る危険なしとしない｡ しかし高度に抽象化された一般位相数学を表象活動の意
味連関の問題に導入し, 極めて錯綜した概念結合を可能ならしめる言語思考における一般的法則のいくつ
かを, 位相的特性として体系的に解明した労作は, 貴重なる寄与と評さるべきである｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
- 8-
